
男女共同参画センターだより 第54号

フィフティだより

◆施設について◆
場　　所　�丹波篠山市民センター

１階（市民プラザ横）
開 館 日　火曜～日曜
開館時間　9:00 ～ 17:00
閉 館 日　月曜、祝日、年末年始
電　　話　552-1511

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日（
土
）か
ら
25
日（
金
）ま
で

の
２
週
間
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
週
間
で
す
。
発
祥
は
ア
メ

リ
カ
で
、
日
本
で
も
年
々
拡
大
し
て
き

て
い
る
運
動
で
す
。

　

内
閣
府
が
提
唱
す
る
本
年
度
の
運
動

は「
性
暴
力
を
、
な
く
そ
う
」を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
性
犯
罪
・
性

暴
力
の
根
絶
に
向
け
て
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

に
伴
い
、
特
に
若
年
層
へ
の
Ａ
Ｖ
出
演

強
要
の
根
絶
や
性
被
害
防
止
の
啓
発
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に

ち
な
ん
で
全
国
各
地
で
は「
パ
ー
プ
ル
・

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

丹
波
篠
山
市
で
も
、
こ
の
期
間
に
市

役
所
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

性
暴
力
・
性
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
は
、
ひ
ょ
う
ご
性

被
害
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
０
７
８�

３
６
７�

７
８
７
４（
ナ
ヤ
ミ
ナ
シ
）で
す
。

第
11
期
女
性
委
員
会

　

8
月
19
日
、
第
11
期
女
性
委
員
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会（
委
員
長�

畑は
た

弘ひ
ろ

恵え

さ

ん
）の
職
務
は
、
女
性
の
問
題
や
市
政

へ
の
提
言
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
に
向
け
て
の
啓
発
で
す
。

　

今
期
は
5
人
の
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
政
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。
ご
み
減
量
化
の
啓
発

で「
雑
が
み
回
収
袋
の
配
布
」や「
市
民

セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
」「
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」な

ど
で
す
。
提
言
を
受
け
て
、
す
ぐ
に

実
施
可
能
な
も
の
は
各
担
当
課
で
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
が
狭
い

の
で
広
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
に

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

職
員
の
紹
介

◆
職
員

・
山や

ま

鳥ど
り�

里さ
と

美み

・
畑は

た　

�

知ち

佳か

・
兼か

ね

子こ�

香か

緒お

里り（
相
談
員
）

・
小こ

畠ば
た
け�

賀よ
し

子こ　
（
相
談
員
）
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つ
い
て
は
一
部
広
げ
る
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
市
長
へ
の
提
言
に
向

け
て
、
２
年
間
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市内事業所へ
意識調査を
実施しました
　市内約150社に男女共同参画
や女性活躍についての意識調
査を実施しました。結果は次号
および広報「丹波篠山」に掲載
します。

10月1日、男女共同参画センター「フィフティ」を市民
の皆さんが立ち寄りやすい丹波篠山市民センターに開
設しましました！！

男
女
共
同
参
画
審
議
会

を
開
催

　

第
1
回
男
女
共
同
参
画
審
議

会
を
8
月
4
日
に
開
催
し
、
正

副
会
長
の
選
出
、
今
年
度
の
男

女
共
同
参
画
事
業
や
、
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、
女
性
活
躍
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
把
握
と
啓
発
の
た
め
の

「
事
業
所
意
識
調
査
」に
つ
い
て

審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
長

は
本ほ

ん

莊じ
ょ
う

賀か

寿ず

美み

さ
ん
、
副
会
長

に
は
五い

十か

山い

田だ

潤じ
ゅ
ん

さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。

フ
ィ
フ
テ
ィ
で
行
う

事
業
に
つ
い
て

【
相
談
】

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
相
談

・�

子
育
て
中
で
、
復
職
や
就
労
を
考
え
て

い
る
が
不
安
…

・
起
業
を
考
え
て
い
る

・
女
性
相
談　
な
ど

②
女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談（
月
１
回
）

・�

専
門
の
女
性
相
談
員
に
よ
る
予
約
相
談

（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

【
啓
発
・
情
報
発
信
】

①�

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
講
演

会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
開
催

・
男
女
共
同
参
画
講
演
会

・
起
業
カ
フ
ェ

・
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

②�

情
報
紙「
フ
ィ
フ
テ
ィ
だ
よ
り
」発
行　

年
３
回

・
市
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

【
市
民
活
動
支
援
】

女
性
委
員
会
の
市
政
参
画
・
提
言
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幸せフェミニストカウンセリング協会による

女性のための悩み相談
　家庭内での夫婦関係や親子関係、職場での人間関係がしんどい…。なんとなく生きづらい、自分に自信が
ない…ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。
　あなたが抱えるさまざまな悩みを女性の専門相談員（女性フェミニストカウンセラー）がサポートし、ここ
ろの整理をお手伝いします。

フェミニストカウンセリングとは？
　女性が１人の人間として、女性として生き生きと暮らしていけることを願い、女性の心理的問題の現状や
社会的背景を踏まえ、その問題の解決や回復を援助していくこと。女性の視点と経験に基づいた女性のため
のカウンセリングです。
　専門相談員は、NPO法人フェミニストカウンセリング神戸
に委託しています。
　守秘義務により相談の秘密は守られます。原則事前申し込み
ですが、空きがあれば当日受け付けも可能です。

相談方法　面接面談、電話相談
相談員　�女性のフェミニストカウンセラー
　　　　（NPO法人フェミニストカウンセリング神戸）
相談料　無料
対　象　丹波篠山市内在住、在勤、在学の女性
申し込み　�先着順で事前申し込みです。空きがあれば当日受け付け

も可
※一時保育はありません。

周りも自分も会社も幸せになれる働き方改革
「イクボス」ってどんなボス？　男女共同参画研修会

　

令
和
４
年
８
月
30
日
、
丹
波
篠

山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
第
１
回
男

女
共
同
参
画
研
修
会「『「
イ
ク
ボ

ス
』っ
て
ど
ん
な
ボ
ス
？
」を
開
催

し
、
約
70
人
の
市
民
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
今

も
な
お「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家

庭
を
守
る
」と
い
う
よ
う
な
、
性

別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
意
識
が

残
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
「
イ
ク
ボ
ス
」と
い
う
言
葉
を
聞

か
れ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
職
場
で
と
も
に
働
く
メ

ン
バ
ー
の「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」を
応
援
し
な
が
ら
、
組
織

の
結
果
も
出
し
つ
つ
、
自
身
も
仕

事
と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
上
司
の
こ
と
で
す
。

　
イ
ク
ボ
ス
を
推
進
し
て
い
る「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ

パ
ン
」の
メ
ン
バ
ー
で
、
オ
フ
ィ
ス

h

ヒ
ン
ト

int�l

リ
ン
ク

ink

代
表
の
講
師
槙ま

き

本も
と

千ち

里さ
と

さ
ん
か
ら
、
そ
ん
な「
イ
ク
ボ
ス
」

に
な
れ
る
方
法
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

槙
本
さ
ん
が
お
話
し
さ
れ
た
、

「
女
性
の
出
産
は
、
全
治
３
カ
月
の

け
が
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
体
へ
の

負
担
が
あ
る
こ
と
」や
、
ま
た
、「
産

後
１
年
以
内
に
死
亡
し
た
母
親
の

死
因
の
１
位
が
自
殺
で
あ
り
、
そ

の
原
因
は『
産
後
う
つ
』で
あ
る
こ

と
」を
聞
き
、衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

産
後
う
つ
を
防
ぐ
に
は
、
産
後

２
週
間
か
ら
１
カ
月
の
間
に
、
男

性
が
育
児
休
暇
を
取
り
、
妻
が
睡

眠
や
休
養
を
取
れ
る
時
間
を
作
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、
男
性
も
、

子
ど
も
が
で
き
た
と
き
か
ら「
手
伝

う
」と
い
う
感
覚
で
は
な
く
、
と
も

に
子
育
て
し
て
い
く
主
体
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
あ
ら
た

め
て
男
性
の
育
児
休
暇
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
育
児
だ
け
で
な
く
、
親

族
の
ケ
ア
の
た
め
に
離
職
し
て
し

ま
う
、
い
わ
ゆ
る「
介
護
離
職
」を

す
る
人
は
、
年
間
10
万
人
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。「
望
ま
な
い
介
護

離
職
は
さ
せ
な
い
」の
も
イ
ク
ボ
ス

の
考
え
方
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」を
進
め
、
働
く

人
た
ち
の
意
識
を
変
え
る「
新
世
代

の
管
理
職
＝
イ
ク
ボ
ス
」が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
も
っ
と
若
い
時

に
聞
き
た
か
っ
た
」、「
人
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」な
ど

の
感
想
が
あ
り
、
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

産
後
う
つ

　

新
た
な
命
の
誕
生
の
裏
で
、

母
親
た
ち
に
何
が
起
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

産
後
う
つ
の
発
症
は
、
産
後
、

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
か

ら
体
調
や
生
活
リ
ズ
ム
が
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
な
ど
で
起
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
症
の

ピ
ー
ク
は
、
産
後
２
週
間
か
ら

１
カ
月
ま
で
の
時
期
で
、
10
人

に
１
人
が
経
験
す
る
と
い
わ
れ
、

主
な
症
状
は
、不
眠
、食
欲
低
下
、

ま
た
、
感
情
の
喪
失
や
自
責
の

念
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
、
父
親
が
育
児
に

関
わ
り
当
事
者
意
識
を
持
ち
、

育
児
の
苦
労
・
幸
せ
を
共
有
で

き
れ
ば
、
母
親
が
追
い
つ
め
ら

れ
る
こ
と
は
減
る
は
ず
で
す
。

　

令
和
4
年
10
月
か
ら「
出
生
時

育
児
休
業
・
分
割
取
得
」い
わ
ゆ

る「
産
後
パ
パ
育
休
」が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。「
育
休
の
ハ
ー
ド

ル
が
ま
だ
高
い
」と
い
う
人
は
、

産
後
に
１
週
間
で
も
２
週
間
で

も
、
有
休
を
使
っ
て
育
児
に
関

わ
る
こ
と
、
そ
れ
な
ら
多
く
の

人
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

11月24日（木） 12月22日（木）
令和５年

１月26日（木）

令和５年

３月23日（木）
令和５年

２月16日（木）
令和５年

１月28日（土）

※相談日は予定です。

相  談  日

①10:00 ～ 10:50　②11:00 ～ 11:50　③13:00 ～ 13:50

申し込み先

丹波篠山市男女共同参画センター

☎552-1511
時　間　9:00 ～ 17:00
休館日　月曜日

コ
ラ
ム
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